
 
 

農林水産省 

平成 27 年度海外農業・貿易事情調査分析

事業（農業所得構造分析） 

報告書 

 
 

第 I 部 
主要国（英国、ドイツ、フランス、韓国、

米国）の農業所得の構造変化とその要因 
 

 

 

2016 年 3 月 

 

株式会社 農林中金総合研究所 

  



 
 



 

― I-i ― 

 

は じ め に（第Ⅰ部） 

 
 
 本報告書は農林水産省「平成 27 年度海外農業・貿易事情調査分析事業（農業所得構造分

析）」のうち，主要国（英国、ドイツ、フランス、韓国、米国）の農業所得の構造変化とそ

の要因について取りまとめたものである。 
 主要国の調査に当たっては、営農類型別に農業所得の構造変化の調査・分析を行うとと

もに、必要に応じてその時々の農業政策や社会政策、文化的な背景にも留意した。特に、

EU 各国においては 2013 年共通農業政策（CAP）改革（2015 年から本格実施）が当該国

の農業所得に及ぼす影響について、米国においては 2014 年農業法が農業所得に及ぼす影響

について言及した。さらに、農産物の高付加価値化及び 6 次産業化による所得への影響に

ついても取り上げた。 
 本報告書（第 I 部）については、以下の検討委員諸氏から提供いただいた情報に基づき取

りまとめた。 
 

 
第 1 章（英国）   和泉 真理  一般社団法人ＪＣ総研 客員研究員 
第 2 章（ドイツ）  市田 知子  明治大学 教授 
第 3 章（フランス） 石井圭一   東北大学 准教授 
第 4 章（韓国）   品川優    佐賀大学 教授 
第 5 章（米国）   磯田宏    九州大学 准教授 
 

２０１６年３月 
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現地調査実績 
 
（韓国） 
調査員：品川優 
実施期間：2015 年 11 月 11～15 日 
訪問先： 
・全羅北道完州郡所在の米農家・韓牛農家 
・国立中央図書館 
 
（米国） 
調査員：磯田宏 
実施期間：2015 年 11 月 14～24 日 
訪問先： 
・ウィスコンシン州・ミネソタ州所在の農業経営体 
・ウィスコンシン大学 
・ウィスコンシン・ファーマーズ・ユニオン 
・ミネソタ大学 
・ミネソタ州農務省 
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